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衣類のお手入れ通信 
旬がわかりにくくなった最近ですが、夏の野菜といえばトマトにキュウリ、ですね。ビタミ

ンやリコピンなど栄養たっぷりのトマトに対して、キュウリは 90％が水分。ビタミン類の

含有量もほんの少し。「世界一栄養がない野菜」としてギネスに認定されているのだそうで

す。それでも、あの瑞々しさは夏のごちそうですね。 

 

【汗と金属が衣服を危険にさらす怖いお話】 

素肌に映える白いシャツと貴金属は、夏のお洒落に格好のアイテムですね。ブレスレットや

ネックレス、ブローチや腕時計などをさりげなく身につけていらっしゃる姿をよく見かけま

す。さて実はこれらの金属製のアクセサリーが、穴あき、黄ばみ、黒ずみなど、衣服にとっ

て思わぬ事態を招いてしまうことはご存じですか？汗によって貴金属から溶け出した金属イ

オンが、穴あきや破れの原因となるのです。 

酸素系漂白剤は、お湯で洗濯した時初めて効果を発揮しますが、金属イオンが付着したまま

の綿、麻、レーヨン、テンセルといった植物性繊維の服を、酸素系漂白剤を使いお湯で洗濯

すると、化学反応を起こして漂白作用を極度に強め、繊維の組織を破壊し、穴あきや破れを

引き起こすのです。 

そればかりか、金属イオンは空気中の汚染物質と化学反応を起こし、ガスが発生して、衣服

に付着した部分を変色させてしまいます。これをガス退色といって、黒ずんだような色にな

ります。 

また、金属イオンが付着したまま日数がたちますと、黄ばみの原因にもなります。この現象

は、ビジネスマンが着るシャツの、腕時計をはめるほうの袖裏に多く見られます。いわば、

「サビがついた状態」だと思うとわかりやすいのではないでしょうか。こうなってしまった

ら、ご家庭でのお洗濯で取ることは不可能です。なぜならサビというのはアルカリ成分が強

いため、同じアルカリ成分の家庭用洗剤では中和しきれないからです。まして酸素系漂白剤

を使ってお湯で洗濯すると、先に書いたとおり大切なお洋服に穴があいてしまいます。私ど

もにお任せいただいた方が安全です。 

汗をかきやすい夏のこの時期は、身につけた金属製アクセサリーの周辺にかいた汗をこまめ

に拭き取りましょう。ブローチは、外出から戻ったらいつまでも服につけておかずに、早め

に外すように心がけてください。 
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